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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーデータを記録するデータ領域を各々有する２つの記録層を持ち、オポジットト
ラックパス方式で１層目には内周から外周に向けて連続的にアドレスが増加するとともに
前記ユーザーデータが記録され、２層目には外周から内周に向けて連続的に１層目のアド
レスのビット反転となるアドレスが増加するとともに前記ユーザーデータが記録される光
ディスクにデータを記録する情報記録方法であって、
　ユーザーデータの記録が完了した際に、記録完了アドレスが１層目であるか判別し、前
記記録完了アドレスが１層目であると判別された場合には、前記記録完了アドレスとビッ
ト反転の関係にある２層目のアドレスから２層目の内周部までユーザーデータ以外のデー
タを記録し、
　前記記録完了アドレスの直後から１層目に中間領域を記録するとともに前記１層目の中
間領域とビット反転の関係にある２層目のアドレスに中間領域を記録し、前記中間領域よ
り外周部は未記録のままとすることを特徴とする情報記録方法。
【請求項２】
　前記光ディスクは追記型光ディスクであることを特徴とする請求項１記載の情報記録方
法。
【請求項３】
　前記光ディスクは書き換え型光ディスクであることを特徴とする請求項１記載の情報記
録方法。
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【請求項４】
　前記記録完了アドレスが１層目のアドレスかどうかを判定して、１層目のアドレスであ
った場合、記録完了位置が１層目であることを判別することを特徴とする請求項１記載の
情報記録方法。
【請求項５】
　ユーザーデータを記録するデータ領域を各々有する２つの記録層を持ち、オポジットト
ラックパス方式で１層目には内周から外周に向けて、２層目には外周から内周に向けて前
記ユーザーデータが記録される光ディスクにデータを記録する情報記録装置であって、
　ユーザーデータの記録が完了した際に、記録完了アドレスが１層目であるか判別し、前
記記録完了アドレスが１層目であると判別された場合には、前記記録完了アドレスとビッ
ト反転の関係にある２層目のアドレスから２層目の内周部までユーザーデータ以外のデー
タを記録し、
　前記記録完了アドレスの直後から１層目に中間領域を記録するとともに前記１層目の中
間領域とビット反転の関係にある２層目のアドレスに中間領域を記録し、前記中間領域よ
り外周部は未記録のままとすることを特徴とする情報記録装置。
【請求項６】
　前記光ディスクは追記型光ディスクであることを特徴とする請求項５記載の情報記録装
置。
【請求項７】
　前記光ディスクは書き換え型光ディスクであることを特徴とする請求項５記載の情報記
録装置。
【請求項８】
　記録完了アドレスが１層目のアドレスかどうかを判定して、１層目のアドレスであった
場合、記録完了位置が１層目であることを判別することを特徴とする請求項５記載の情報
記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２層ＤＶＤ＋Ｒ（Ｄigital Ｖersatile Ｄisc＋Ｒecordable）等の記録可能
な情報記録媒体を情報記録の対象とする情報記録方法及びその装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録型ＤＶＤディスクとして追記型ＤＶＤディスクであるＤＶＤ＋Ｒや書換え型ＤＶＤ
ディスクであるＤＶＤ＋ＲＷなどがあり、これらのディスクは片面1層の再生専用ＤＶＤ
ディスクと高い再生互換性を持つ記録型ＤＶＤディスクである。このような記録型ディス
クは高速化、大容量化のための研究開発が盛んに行われている。
【０００３】
　その一つに、片面２層の再生専用ＤＶＤディスクとの再生互換性を持った片面２層のＤ
ＶＤ＋Ｒディスク(以下、「２層ＤＶＤ＋Ｒ」という)がある。２層ＤＶＤ＋Ｒは記録容量
が８．４Ｇbyteであり、従来の１層ＤＶＤ＋Ｒはデータ容量が４．７Ｇbyteであるのに対
してほぼ２倍の記録容量を有し、記録されたデータは片面２層の再生専用ＤＶＤディスク
の再生が可能なＤＶＤプレイヤ或いはＤＶＤ－ＲＯＭドライブで読み出すことができる。
【０００４】
　ここで、片面２層の再生専用ＤＶＤディスクには、２層目のトラックが１層目と同じよ
うに内周から外周に向かっているパラレルトラックパス方式(Parallel Track Path方式＝
ＰＴＰ方式)と、２層目のトラックが外周から内周に向かっているオポジットトラックパ
ス方式(Opposite Track Path方式＝ＯＰＴ方式)との２種類のトラック方式がある。ＰＴ
Ｐ方式では１層目と２層目のデータ領域が開始するアドレスの半径位置が等しく、ともに
物理アドレス30000Hから始まる。また、データ領域の後にはリードアウト（Lead-out）領
域が配置される。ＯＴＰ方式では２層目のデータ領域が開始するアドレスの半径位置は１
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層目データ領域が終了するアドレスの半径位置と等しく、２層目のデータ領域開始位置の
物理アドレスは１層目のデータ領域終了アドレスをビット反転したアドレスとなっている
。１層目と２層目のデータ領域のサイズに差がある場合、その差分領域はリードアウト領
域となる。例えば、ＰＴＰディスクにおいて１層目のデータ領域の終了アドレスＤ１と２
層目のデータ領域終了アドレスＤ２がＤ１＞Ｄ２となる場合、差分領域Ｄ１－Ｄ２はリー
ドアウト領域となる。このように、片方の記録層においてデータが記録されている領域は
、２層目の対応する領域もデータが記録されている。これは、例えばユーザが１層目のデ
ータを再生する際に、目的アドレスへのシークでたまたま２層目へ読み取りレーザの焦点
が合った場合に、同一半径位置の２層目にデータが記録されていないとアドレス情報が取
得できないなどの不具合が生じ、結果として１層目のデータが再生できないといった問題
が生じることを避けるためである。
【０００５】
　また、２層ＤＶＤにおける論理アドレスは、１層目のデータ領域の開始アドレスから連
続的に割り振られ、１層目のデータ領域終了アドレスから２層目のデータ領域開始アドレ
スへは論理アドレスが連続している。つまり、ユーザは２層ＤＶＤから再生を行う場合、
論理アドレスを用いて再生領域を指定することで、記録層を意識することなく再生を行う
ことが可能となっている。
【０００６】
　一方、２層ＤＶＤ＋Ｒを用いてデータ記録を行う場合、再生処理と同様にユーザは論理
アドレスを用いて記録領域を指定する。このため、ユーザが連続的にデータ記録を行う場
合、１層目のデータ領域開始アドレスから記録が開始され、１層目のデータ領域終了アド
レスまで記録が完了すると、引き続き、２層目のデータ領域開始アドレスから記録を行う
ことになる。このように、２層ＤＶＤ＋Ｒ記録においてもユーザは記録層を意識すること
なく記録を行うことが可能となっている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このため、ユーザのデータ記録が２層目のデータ領域の途中、或いは、２層目を全く記
録することなしに終了する場合が考えられる。例えば、２層目のデータ領域の途中、即ち
、２層目のデータ領域内に未記録領域が存在する状態でユーザのデータ記録が完了した場
合、２層目のデータ領域内に未記録領域を残したままでは上述した再生専用の２層ＤＶＤ
ディスクと非互換のディスクレイアウトとなってしまう。また、例えば、ユーザが１層目
のデータを再生する際に、目的アドレスへのシークでたまたま２層目へ読み取りレーザの
焦点が合った場合に、同一半径位置の２層目にデータが記録されていないとアドレス情報
が取得できないなどの不具合が生じ、結果として１層目のデータが再生できない、といっ
た問題が生じる。このような不具合は２層目を全く記録することなしにユーザのデータ記
録を終了する場合も同様である。
【０００８】
　本発明の目的は、複数の記録層を持つ情報記録媒体に対する記録動作において、記録層
のデータ領域の途中で記録が完了して未記録領域が生ずることに起因して、再生専用の情
報記録媒体との互換性がなくなることを回避し、その互換性を保つことが可能にすること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１記載の発明は、ユーザーデータを記録するデータ領域を各々有する２つの記録
層を持ち、オポジットトラックパス方式で１層目には内周から外周に向けて連続的にアド
レスが増加するとともに前記ユーザーデータが記録され、２層目には外周から内周に向け
て連続的に１層目のアドレスのビット反転となるアドレスが増加するとともに前記ユーザ
ーデータが記録される光ディスクにデータを記録する情報記録方法であって、ユーザーデ
ータの記録が完了した際に、記録完了アドレスが１層目であるか判別し、前記記録完了ア
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ドレスが１層目であると判別された場合には、前記記録完了アドレスとビット反転の関係
にある２層目のアドレスから２層目の内周部までユーザーデータ以外のデータを記録し、
前記記録完了アドレスの直後から１層目に中間領域を記録するとともに前記１層目の中間
領域とビット反転の関係にある２層目のアドレスに中間領域を記録し、前記中間領域より
外周部は未記録のままとする。
【００１０】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の情報記録方法において、前記光ディスクは追記
型光ディスクであることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３記載の発明は、請求項１記載の情報記録方法において、前記光ディスクは書き
換え型光ディスクであることを特徴とする。
【００１２】
　請求項４記載の発明は、請求項１記載の情報記録方法において、前記記録完了アドレス
が１層目のアドレスかどうかを判定して、１層目のアドレスであった場合、記録完了位置
が１層目であることを判別することを特徴とする。
【００１４】
　請求項５記載の発明は、ユーザーデータを記録するデータ領域を各々有する２つの記録
層を持ち、オポジットトラックパス方式で１層目には内周から外周に向けて、２層目には
外周から内周に向けて前記ユーザーデータが記録される光ディスクにデータを記録する情
報記録装置であって、ユーザーデータの記録が完了した際に、記録完了アドレスが１層目
であるか判別し、前記記録完了アドレスが１層目であると判別された場合には、前記記録
完了アドレスとビット反転の関係にある２層目のアドレスから２層目の内周部までユーザ
ーデータ以外のデータを記録し、前記記録完了アドレスの直後から１層目に中間領域を記
録するとともに前記１層目の中間領域とビット反転の関係にある２層目のアドレスに中間
領域を記録し、前記中間領域より外周部は未記録のままとする情報記録装置である。
【００１５】
　請求項６記載の発明は、請求項５記載の情報記録装置において、前記光ディスクは追記
型光ディスクであることを特徴とする。
【００１６】
　請求項７記載の発明は、請求項５記載の情報記録装置において、前記光ディスクは書き
換え型光ディスクであることを特徴とする。
【００１７】
　請求項８記載の発明は、請求項５記載の情報記録装置において、記録完了アドレスが１
層目のアドレスかどうかを判定して、１層目のアドレスであった場合、記録完了位置が１
層目であることを判別することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、ユーザデータの記録要求に伴うデータ記録完了後、第２の記録層にお
ける所定の未記録領域に対して所定のデータを記録するようにしたので、データ領域の途
中でユーザデータの記録が完了した場合も、所定の未記録領域がデータで埋められるため
、複数の記録層を有する再生専用の情報記録媒体との互換性を保つことができ、所定の未
記録領域を埋める所定のデータとして、本来的にデータ領域の後に記録されるリードアウ
ト（Lead-out）を拡大利用することにより、簡単に実現することができ、その記録層の終
了アドレスを規定するために本来の目的で使用されるリードアウト（Lead-out）領域に達
するまでの全ての所定の未記録領域をこのリードアウト（Lead-out）で埋めることにより
、簡単に実現することができ、未記録領域の存在が複数の記録層を有する再生専用情報記
録媒体との互換性の点で問題となるＤＶＤ＋Ｒ規格に準拠した情報記録媒体を対象とする
場合に好適に適用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
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　本発明の一実施の形態を図面に基づいて説明する。図１は本実施の形態に係る情報記録
装置としての光ディスク装置１の概略構成を示すブロック図である。
【００２１】
　この光ディスク装置１は、情報記録媒体としての光ディスク２を回転駆動するためのス
ピンドルモータ３、光ピックアップ装置４、レーザコントロール回路５、モータドライバ
６、再生信号処理回路７、サーボコントローラ８、バッファＲＡＭ９、バッファマネージ
ャ１０、インターフェース１１、ＲＯＭ１２、ＣＰＵ１３及びＲＡＭ１４などを備えて構
成されている。なお、図１中に示す矢印は代表的な信号や情報の流れを示すものであり、
各ブロックの接続関係の全てを表すものではない。
【００２２】
　より詳細には、まず、光ディスク２としては、ＤＶＤ＋Ｒの規格に準拠する２層ＤＶＤ
＋Ｒを記録対象とする場合への適用例である。
【００２３】
　光ピックアップ装置４は、光源としての半導体レーザ、この半導体レーザから出射され
るレーザ光を光ディスク２の記録面に導くとともに記録面で反射された戻り光を所定の受
光位置まで導く対物レンズ等を含む光学系、受光位置に配置されて戻り光を受光する受光
器、及び、駆動系（フォーカシングアクチュエータ、トラッキングアクチュエータ、シー
クモータ等）（何れも図示せず）などを含んで構成されている。受光器からは、受光量に
応じた電流（電流信号）が再生信号処理回路７に出力される。
【００２４】
　サーボコントローラ８では、フォーカスエラー信号に基づいて光ピックアップ装置４の
フォーカシングアクチュエータを制御する制御信号を生成するとともに、トラックエラー
信号に基づいて光ピックアップ装置４のトラッキングアクチュエータを制御する制御信号
を生成する。これらの制御信号はサーボコントローラ８からモータドライバ６に出力され
る。
【００２５】
　モータドライバ６では、サーボコントローラ８からの制御信号に基づいて光ピックアッ
プ装置４のフォーカシングアクチュエータ及びトラッキングアクチュエータを駆動する。
また、モータドライバ６では、ＣＰＵ１３の指示に基づいて、光ディスク２の線速度が一
定となるようにスピンドルモータ３を制御する。さらに、モータドライバ６では、ＣＰＵ
１３の指示に基づいて、光ピックアップ装置４用のシークモータを駆動し、光ピックアッ
プ装置４を光ディスク２の目標トラックに向けて半径方向に移動させる。
【００２６】
　インターフェース１１は、外部装置となるホスト（例えば、ＰＣ）と双方向の通信イン
ターフェースである。
【００２７】
　ＣＰＵ１３は、ＲＯＭ１２、ＲＡＭ１４とともに当該光ディスク装置１が備えるマイク
ロコンピュータ（コンピュータ）を構成している。記憶媒体としても機能するＲＯＭ１２
には、ＣＰＵ１３により解読可能なコードで記述された後述するような情報記録用プログ
ラムを含むプログラムが格納されている。ＣＰＵ１３は、ＲＯＭ１２に格納されているプ
ログラムに従って上述の各部の動作を制御するとともに、制御に必要なデータ等を一時的
にＲＡＭ１４に保存する。なお、当該光ディスク装置１の電源が投入されると、ＲＯＭ１
２に格納されているプログラムは、ＣＰＵ１３のメインメモリ（図示せず）にロード（イ
ンストール）される。
【００２８】
　本実施の形態では、対象としている光ディスク２である２層ＤＶＤ＋Ｒが当該光ディス
ク装置１マウントされホスト側からのユーザデータの記録要求があった場合の記録処理制
御に特徴があるが、その説明に先立ち、ＤＶＤ＋Ｒの規格の前提となる再生専用ＤＶＤデ
ィスクのレイアウト等について説明する。
【００２９】
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　まず、図２に再生専用ＤＶＤディスクのレイアウト例を示す。図２（ａ）は片面1層（S
ingle Layer）のディスク（以下、「1層ディスク」という)、図２（ｂ）はＰＴＰ方式の
片面２層（Dual Layer）のディスク(以下、「ＰＴＰディスク」という)、図２（ｃ）はＯ
ＴＰ方式の片面２層のディスク(以下、「ＯＴＰディスク」という)の場合を各々示す。
【００３０】
　ＤＶＤディスクは、基本的に、リードイン領域（Lead-in Area）、データ領域、リード
アウト領域（Lead-out Area）からなるインフォメーション領域（Information Area）を
有し、1層ディスク及びＰＴＰディスクの場合は記録層毎にインフォメーション領域を有
する。ＯＴＰディスクは１つのインフォメーション領域からなり、各記録層のデータ領域
の後方に中間領域（Middle Area）を有する。
１層ディスク及びＰＴＰディスクのレイヤー０，１及びＯＴＰディスクのレイヤー０は内
周から外周に向けてデータの再生が行われ、ＯＴＰディスクのレイヤー１は外周から内周
に向けてデータの再生が行われる。１層ディスク及びＰＴＰディスクの各記録層はリード
イン領域からリードアウト領域まで連続した物理アドレス（Physical Sector Number）が
割り振られる。一方、ＯＴＰディスクの場合は、リードイン領域からレイヤー０の中間領
域まで連続した物理アドレスが割り振られるが、レイヤー１の物理アドレスはレイヤー０
の物理アドレスをビット反転したアドレスが割り振られ、中間領域からリードアウト領域
まで物理アドレスが増加していく。つまり、レイヤー１におけるデータ領域の開始アドレ
スはレイヤー０における終了アドレスをビット反転したアドレスとなる。
【００３１】
　図２（ｂ）に示すように、ＰＴＰディスクにおけるリードイン領域開始及び終了アドレ
ス、データ領域の開始アドレス、及び、リードアウト領域の終了アドレスは同一半径位置
にあり、リードアウト領域の開始アドレス、即ち、データ領域の終了アドレスは記録層毎
に異なる場合がある。データ領域の終了アドレスが異なる場合、その差分の領域はリード
アウトが記録されている。
【００３２】
　一方、図２（ｃ）に示すように、ＯＴＰディスクの場合はリードイン領域の開始アドレ
スとリードアウト領域の終了アドレス、レイヤー０のデータ領域終了アドレスとレイヤー
１のデータ領域開始アドレス、及び、各記録層の中間領域の開始及び終了アドレスは同一
半径位置にあり、レイヤー０のデータ領域開始アドレスとレイヤー１のデータ領域終了ア
ドレスは必ずしも一致しない。ＯＴＰディスクの場合もその差分領域にはリードアウトが
記録されている。
【００３３】
　このような再生専用ＤＶＤディスクのレイアウトに準拠する、例えばＰＴＰ方式による
２層ＤＶＤ＋Ｒ（光ディスク２）に対する参考例による情報記録方法を図３を参照して説
明する。
【００３４】
　まず、図３（ａ）は全く記録してない未記録状態における２層ＤＶＤ＋Ｒのレイアウト
を示している。第１の記録層であるレイヤー０及び第２の記録層であるレイヤー１なる各
記録層には各々、リードイン領域、データ領域（Data Area）、及び、リードアウト領域
が存在する。図中、Ａはリードイン開始アドレス、Ｂはデータ領域の開始アドレス、Ｃは
リードアウト領域の開始アドレス、Ｄはリードアウト領域の終了アドレスの位置を示して
おり、各記録層（レイヤー０，１）におけるアドレスＡ～Ｄは光ディスク２の同一半径位
置に位置している。
【００３５】
　図３（ｂ）～（ｂ－２）は、レイヤー１の途中でユーザデータの記録が完了した場合の
参考例による記録方法を示す。図３（ｂ）は２層目（レイヤー１）のアドレスＸの位置で
ユーザデータの記録が完了したことを示している。
【００３６】
このように途中でユーザデータの記録が完了する場合、一つの参考例では、図３（ｂ－１
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）に示すように、ユーザデータ記録領域以降の未記録領域をリードアウトで記録する。つ
まり、レイヤー１のアドレスＸからアドレスＤまでの領域が所定の未記録領域として所定
のデータ＝リードアウトで記録される。従って、レイヤー０の場合、アドレスＡからＢが
リードイン領域、アドレスＢからＣがデータ領域、アドレスＣからＤがリードアウト領域
であるのに対し、レイヤー１の場合はアドレスＡからＢがリードイン領域、アドレスＢか
らＸがデータ領域、アドレスＸからＤがリードアウト領域となる。この結果、片面２層の
再生専用ＤＶＤ-ＲＯＭと同じディスクレイアウトとなり、２層目（レイヤー１）のデー
タ領域の途中でユーザデータの記録が完了した場合も、問題なく、片面２層の再生専用Ｄ
ＶＤ-ＲＯＭとの互換性を保つことが可能となる。
【００３７】
　また、途中でユーザデータの記録が完了する場合、他の参考例では、図３（ｂ－２）に
示すように、当該第２の記録層（レイヤー１）のデータ領域のうち、ユーザデータ記録を
行ったユーザデータ記録領域を除く領域に対し、データ属性を有するダミーデータ（Dumm
y　Data）、例えば、全て０データで記録する。つまり、レイヤー１のアドレスＸからア
ドレスＣまでの領域が所定の未記録領域として所定のデータ＝データ属性のダミーデータ
で記録される。このとき、レイヤー１のリードアウト領域（アドレスＣからＤ）に対し、
リードアウトを記録してもよい。従って、レイヤー０，１ともにアドレスＡからＢがリー
ドイン領域、アドレスＢからＣがデータ領域、アドレスＣからＤがリードアウト領域とな
る。この結果、片面２層の再生専用ＤＶＤ-ＲＯＭと同じディスクレイアウトとなり、２
層目（レイヤー１）のデータ領域の途中でユーザデータの記録が完了した場合も、問題な
く、片面２層の再生専用ＤＶＤ-ＲＯＭとの互換性を保つことが可能となる。
【００３８】
　さらに、図３（ｃ）～（ｃ－３）は、レイヤー０の途中でユーザデータの記録が完了し
た場合の参考例による記録方法を示す。図３（ｃ）は、レイヤー０のアドレスＹの位置で
ユーザデータの記録が完了したことを示している。１層目（レイヤー０）の記録中にユー
ザデータの記録が完了した場合、リードアウト領域は図中ＹからＥまでの領域となる。こ
の結果、レイヤー１のデータ領域はＢからＹ、リードアウト領域はＹからＥまでとなる。
つまり、レイヤー０がデータ領域の位置に関してその範囲を決定する基準となる記録層で
あり、このレイヤー０のデータ領域を決定することによりレイヤー１のデータ領域の範囲
が決定されることになる。
【００３９】
　このようにユーザデータの記録が完了する場合、一つの参考例では、図３（ｃ－１）に
示すように、ユーザデータ記録領域以降の未記録領域をリードアウトで記録する。この例
では、レイヤー１のデータ領域にはユーザデータが全く記録されていないため、レイヤー
１のデータ領域の開始アドレスＢからアドレスＥまでの領域を所定の未記録領域として所
定のデータ＝リードアウトで記録する。従って、レイヤー０の場合、アドレスＡからＢが
リードイン領域、アドレスＢからＹがデータ領域、アドレスＹからＥがリードアウト領域
であるのに対し、レイヤー１の場合はアドレスＡからＢがリードイン領域、アドレスＢか
らＥがリードアウト領域となる。この結果、レイヤー１にユーザデータを記録せずにユー
ザデータの記録が完了した場合も、リードアウトとしてデータ記録するため、１層目（レ
イヤー０）のデータを再生する際に、目的アドレスへのシークでたまたま２層目（レイヤ
ー１）へ読取りレーザの焦点が合った場合に、同一半径位置の２層目にユーザデータが記
録されていないことにより１層目のデータが再生できない、といった問題を回避すること
が可能になる。
【００４０】
　図３（ｃ－２）は他の参考例を示し、所定の未記録領域に対してユーザデータ属性のダ
ミーデータとリードアウトとを記録する。図３（ｃ－２）に示すように、２層目にユーザ
データが全く記録されていない場合は、未記録領域の一部をユーザデータ属性のダミーデ
ータで記録した後にリードアウトを記録しても良い。ここで、アドレスＦまでユーザデー
タ属性のダミーデータを記録するとした場合、リードアウトがアドレスＦからＥまで記録
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される。従って、レイヤー０の場合、アドレスＡからＢがリードイン領域、アドレスＢか
らＹがデータ領域、アドレスＹからＥがリードアウト領域であるのに対し、レイヤー１の
場合はアドレスＡからＢがリードイン領域、アドレスＢからＦがデータ領域、アドレスＦ
からＥがリードアウト領域となる。この結果、片面２層の再生専用ＤＶＤ－ＲＯＭと同じ
ディスクレイアウトとなり、２層目のデータ領域の途中でユーザデータ記録が完了した場
合も２層ＤＶＤ－Ｒ（ＰＴＰ）との互換性を保つことが可能となる。
【００４１】
　また、このようにユーザデータの記録が完了する場合、さらに別の一つの参考例では、
図３（ｃ－３）に示すように、当該記録層のデータ領域のうちユーザデータの記録を行っ
たユーザデータ記録領域を除く領域に対し、データ属性を有するダミーデータで記録する
。本例ではレイヤー１のデータ領域にユーザデータは全く記録されていないため、レイヤ
ー１のデータ領域の開始アドレスＢからアドレスＹまでの領域が所定の未記録領域として
所定のデータ＝データ属性のダミーデータで記録される。このとき、レイヤー１のリード
アウト領域（アドレスＹからＥ）に対し、リードアウトを記録しても良い。従って、レイ
ヤー０，１ともにアドレスＡからＢがリードイン領域、アドレスＢからＹがデータ領域、
アドレスＹからＥがリードアウト領域となる。この結果、片面２層の再生専用ＤＶＤ－Ｒ
ＯＭと同じディスクレイアウトとなり、１層目（レイヤー０）のデータ領域の途中でユー
ザデータの記録が完了した場合も２層ＤＶＤ－ＲＯＭとの互換性を保つことが可能となる
。
【００４２】
　次に、再生専用ＤＶＤディスクのレイアウトに準拠する、例えばＯＴＰ方式による２層
ＤＶＤ＋Ｒ（光ディスク２）に対する本実施の形態の情報記録方法を図４を参照して説明
する。
【００４３】
　まず、図４（ａ）は全く記録してない未記録状態における２層ＤＶＤ＋Ｒのレイアウト
を示している。第１の記録層であるレイヤー０にはディスク内周からリードイン領域、デ
ータ領域、中間領域が存在し、レイヤー１にはディスク外周から中間領域、データ領域、
リードアウト領域が存在する。図中、Ａはリードイン領域の開始アドレス、Ｂはレイヤー
０のデータ領域の開始アドレス、Ｃはレイヤー０の中間領域の開始アドレス、Ｄはレイヤ
ー０の中間領域の終了アドレスであり、また、図中、Ｄ′はレイヤー１の中間領域の開始
アドレス、Ｃ′はレイヤー１のデータ領域の開始アドレス、Ｂ′はリードアウト領域の開
始アドレス、Ａ′はリードアウト領域の終了アドレスの位置を示しており、ＡとＡ′、Ｂ
とＢ′、ＣとＣ′、ＤとＤ′は各々ビット反転した値であり、光ディスク２の同一半径位
置に位置している。
【００４４】
　図４（ｂ）～（ｂ－２）は、レイヤー１の途中でユーザデータの記録が完了した場合の
参考例による記録方法を示す。図４（ｂ）は２層目（レイヤー１）のアドレスＸの位置で
ユーザデータの記録が完了したことを示している。
【００４５】
　このように途中でユーザデータの記録が完了する場合、一つの参考例では、図４（ｂ－
１）に示すように、ユーザデータ記録領域以降の未記録領域をリードアウトで記録する。
つまり、アドレスＸからアドレスＡ′までの領域が所定の未記録領域として所定のデータ
＝リードアウトで記録される。従って、アドレスＡからＢがリードイン領域、アドレスＢ
からＣまでがレイヤー０のデータ領域、アドレスＣからＤまでがレイヤー０の中間領域、
アドレスＤ′からＣ′までがレイヤー１の中間領域、アドレスＣ′からＸまでがレイヤー
１のデータ領域、アドレスＸからＡ′までがリードアウト領域となる。この結果、片面２
層の再生専用ＤＶＤ－ＲＯＭと同じディスクレイアウトとなり、２層目（レイヤー１）の
データ領域の途中でユーザデータの記録が完了した場合も、問題なく、片面２層の再生専
用ＤＶＤ－ＲＯＭとの互換性を保つことが可能となる。
【００４６】
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　また、途中でユーザデータの記録が完了する場合、他の参考例では、図４（ｂ－２）に
示すように、当該第２の記録層（レイヤー１）のデータ領域のうち、ユーザがデータ記録
を行ったユーザデータ記録領域を除く領域に対し、データ属性を有するダミーデータ（Du
mmy　Data）、例えば、全て０データで記録する。つまり、アドレスＸからアドレスＢ′
までの領域が所定の未記録領域として所定のデータ＝データ属性のダミーデータで記録さ
れる。このとき、リードアウト領域（アドレスＢ′からＡ′）に対し、リードアウトを記
録しても良い。従って、アドレスＡからＢがリードイン領域、アドレスＢからＣまでがレ
イヤー０のデータ領域、アドレスＣからＤまでがレイヤー０の中間領域、アドレスＤ′か
らＣ′までがレイヤー１の中間領域、アドレスＣ′からＢ′までがレイヤー１のデータ領
域、アドレスＢ′からＡ′までがリードアウト領域となる。この結果、片面２層の再生専
用ＤＶＤ－ＲＯＭと同じディスクレイアウトとなり、２層目（レイヤー１）のデータ領域
の途中でユーザデータの記録が完了した場合も、片面２層の再生専用ＤＶＤ－ＲＯＭとの
互換性を保つことが可能となる。
【００４７】
　さらに、図４（ｃ）～（ｃ－３）は、レイヤー０（第１の記録層）の途中でユーザデー
タの記録が完了した場合の本発明の実施の形態による記録方法を示す。図４（ｃ）は、１
層目（レイヤー０）のアドレスＹの位置でユーザデータの記録が完了したことを示してい
る。１層目（レイヤー０）の記録中にユーザデータの記録が完了した場合、図中、アドレ
スＹからＥまでの領域がレイヤー０の中間領域となる。この結果、２層目（レイヤー１）
の中間領域は、図中、Ｅ′からＹ′、レイヤー１のデータ領域は図中Ｙ′からＢ′となる
。つまり、レイヤー０のデータ領域を決定することによりレイヤー１のデータ領域の範囲
が決定されることになる。
【００４８】
　このようにユーザデータの記録が完了する場合、一つの実施の形態では、図４（ｃ－１
）に示すように、ユーザデータ記録領域以降の未記録領域をリードアウトで記録する。こ
の例では、レイヤー１のデータ領域にはユーザデータが全く記録されていないため、レイ
ヤー１のデータ領域の開始アドレスＹ′からアドレスＡ′までの領域を所定の未記録領域
として所定のデータ＝リードアウトで記録する。従って、アドレスＡからＢがリードイン
領域、アドレスＢからＹまでがレイヤー０のデータ領域、アドレスＹからＥまでがレイヤ
ー０の中間領域、アドレスＥ′からＹ′までがレイヤー１の中間領域、アドレスＹ´から
Ａ´までがリードアウト領域となる。この結果、２層目（レイヤー１）にユーザデータを
全く記録せずにユーザデータの記録が完了するような場合も、その未記録領域にはリード
アウトとしてデータ記録をするため、１層目（レイヤー０）のデータを再生する際に、目
的アドレスへのシークでたまたま２層目へ読取りレーザの焦点が合った場合に、同一半径
位置の２層目にデータが記録されていないことにより１層目のデータが再生できない、と
いった問題を回避することが可能になる。
【００４９】
　図４（ｃ－２）は本発明の他の実施の形態を示し、所定の未記録領域に対してユーザデ
ータ属性のダミーデータとリードアウトとを記録する。２層目にユーザデータが全く記録
されていない場合は、図４（ｃ－２）に示すように、未記録領域の一部をユーザデータ属
性のダミーデータで記録した後、残りの領域部分にリードアウトを記録しても良い。ここ
で、アドレスＦ′までユーザデータ属性のダミーデータを記録するとした場合、リードア
ウトがアドレスＦ′からＡ′まで記録される。従って、アドレスＡからＢがリードイン領
域、アドレスＢからＹまでがレイヤー０のデータ領域、アドレスＹからＥまでがレイヤー
０の中間領域、アドレスＥ′からＹ′までがレイヤー１の中間領域、アドレスＹ′からＦ
′までがレイヤー１のデータ領域、アドレスＦ′からＡ′までがリードアウト領域となる
。この結果、片面２層の再生専用ＤＶＤ－ＲＯＭと同じディスクレイアウトとなり、２層
目のデータ領域の途中でユーザデータ記録が完了した場合も、問題なく、片面２層の再生
専用２層ＤＶＤ－ＲＯＭとの互換性を保つことが可能となる。
【００５０】
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　また、このようにユーザデータの記録が完了する場合、さらに別の一つの実施の形態で
は、図４（ｃ－３）に示すように、当該記録層のデータ領域のうちユーザデータの記録を
行ったユーザデータ記録領域を除く領域を所定の未記録領域とし、この領域に対し、所定
のデータ＝データ属性を有するダミーデータで記録する。この例では、レイヤー１のデー
タ領域にユーザデータは全く記録されていないため、レイヤー１のデータ領域の開始アド
レスＹ′からアドレスＢ′までの領域が所定の未記録領域としてデータ属性のダミーデー
タで記録される。このとき、リードアウト領域（アドレスＢ′からＡ′）に対し、リード
アウトを記録しても良い。従って、アドレスＡからＢがリードイン領域、アドレスＢから
Ｙまでがレイヤー０のデータ領域、アドレスＹからＥまでがレイヤー０の中間領域、アド
レスＥ´からＹ′までがレイヤー１の中間領域、アドレスＹ′からＢ′までがレイヤー１
のデータ領域、アドレスＢ′からＡ′までがリードアウト領域となる。この結果、片面２
層の再生専用ＤＶＤ－ＲＯＭと同じディスクレイアウトとなり、１層目のデータ領域の途
中でユーザデータ記録が完了した場合も、問題なく、片面２層の再生専用ＤＶＤ－ＲＯＭ
との互換性を保つことが可能となる。
【００５１】
　ところで、図３及び図４に例示したような未記録領域に対する記録方法のうち、例えば
、ユーザデータ記録領域以降の領域を未記録領域として、所定のデータ＝リードアウトを
記録する例で、ＣＰＵ１３により実行される記録処理の制御例を図５に示す概略フローチ
ャートを参照して説明する。なお、このフローチャートによる説明上、アドレスとしては
、図３及び図４に示した値を用いるものとする。即ち、対象となる２層ＤＶＤ＋ＲがＰＴ
Ｐ方式であった場合、レイヤー０、レイヤー１ともに、リードイン開始アドレス＝Ａ、デ
ータ領域の開始アドレス＝Ｂ、リードアウト領域の開始アドレス＝Ｃ、リードアウト領域
の終了アドレス＝Ｄであり、対象となる２層ＤＶＤ＋ＲがＯＴＰ方式であった場合、リー
ドイン領域の開始アドレス＝Ａ、レイヤー０のデータ領域の開始アドレス＝Ｂ、レイヤー
０の中間領域の開始アドレス＝Ｃ、レイヤー０の中間領域の終了アドレス＝Ｄ、レイヤー
１の中間領域の開始アドレス＝Ｄ′、レイヤー１のデータ領域の開始アドレス＝Ｃ′、リ
ードアウト領域の開始アドレス＝Ｂ′、リードアウト領域の終了アドレス＝Ａ′とする。
また、「′」はビット反転した値を示すものとする。
【００５２】
　この処理は、ホストを通じてユーザからユーザデータの記録要求があった場合（ステッ
プＳ１のＹ）の一つの処理として行われるものであり、その要求に基づき要求アドレス分
の記録を行った後（Ｓ２）、他の記録要求がないかを確認する（Ｓ３）。データ記録要求
があった場合は（Ｓ３のＹ）、引き続き、要求されたデータ記録を行う（Ｓ２）。一方、
ユーザデータの記録が完了した場合には（Ｓ３のＮ）、ユーザデータの記録が完了した物
理アドレスＸを取得する（Ｓ４）。これらのステップＳ３のＮ，Ｓ４の処理がデータ記録
完了時点の記録完了アドレス情報を取得するアドレス情報取得手段又はアドレス情報取得
機能として実行される。
【００５３】
　このようにして、ユーザデータの記録完了アドレスＸを取得した後、挿入されている２
層ＤＶＤ＋Ｒ（光ディスク２）がＰＴＰ方式のディスクであるかＯＴＰ方式のディスクで
あるかを判定する（Ｓ５）。これらの方式の違いは、光ディスク２の所定領域に予め記録
されているので、その情報に基づき判定すればよい。ＤＶＤ＋ＲがＯＴＰ方式のディスク
の場合であれば（Ｓ５のＹ）、ユーザデータ記録完了アドレスＸがレイヤー０内のアドレ
スであるか否かを判定する（Ｓ６）。アドレスＸがレイヤー０内のアドレスであれば（Ｓ
６のＹ）、リードアウト記録開始アドレスＹ＝Ｘ′となる（Ｓ７）。一方、アドレスＸが
レイヤー１内のアドレスである場合（Ｓ６のＮ）、リードアウト記録開始アドレスＹ＝Ｘ
となる（Ｓ８）。次に、リードアウト記録終了アドレスＺ＝Ａ′を取得する（Ｓ９）。こ
れらのステップＳ６～Ｓ９の処理が、レイヤー１における未記録領域の範囲を認定する未
記録領域認定手段又は未記録領域認定機能として実行される。その後、これらのアドレス
Ｙ～Ｚ間を未記録領域として、リードアウトを記録し（Ｓ１０）、処理を終了する（Ｓ１
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１）。ステップＳ１０の処理が記録処理手段又は記録処理機能として実行される。
【００５４】
　一方、挿入されている２層ＤＶＤ＋ＲがＰＴＰ方式のディスクであった場合には（Ｓ５
のＮ）、ユーザデータ記録完了アドレスＸがレイヤー０内のアドレスであるか否かを判定
する（Ｓ１２）。アドレスＸがレイヤー０内のアドレスである場合（Ｓ１２のＹ）、リー
ドアウト記録開始アドレスＹ＝Ｂとなる（Ｓ１３）。アドレスＸがレイヤー１内のアドレ
スである場合（Ｓ１２のＮ）、リードアウト記録開始アドレスＹ＝Ｘとなる（Ｓ１４）。
次に、リードアウト記録終了アドレスＺ＝Ｄを取得する（Ｓ１５）。これらのステップＳ
１２～Ｓ１５の処理が、レイヤー１における未記録領域の範囲を認定する未記録領域認定
手段又は未記録領域認定機能として実行される。その後、これらのアドレスＹ～Ｚ間を未
記録領域として、リードアウトを記録し（Ｓ１０）、処理を終了する（Ｓ１１）。ステッ
プＳ１０の処理が記録処理手段又は記録処理機能として実行される。また、これらのステ
ップＳ３～Ｓ１０の処理が未記録領域データ埋込手段又は未記録領域データ埋込処理とし
て実行される。
【００５５】
　なお、このフローチャートによる処理制御例では、リードイン領域、レイヤー０内のリ
ードアウト領域或いは中間領域の記録については特に記述していないが、ユーザデータの
記録が完了して光ディスク２が排出されるまでの間に所定の領域に記録されていれば良い
。また、アドレスＸがレイヤー０内のアドレスであった場合、即ち、レイヤー１にユーザ
データが全く記録されていない場合は、前述したように、未記録領域の一部をユーザデー
タ属性のダミーデータで記録した後にリードアウトを記録するようにしても良い。
【００５６】
　また、図３及び図４に例示したような未記録領域に対する記録方法のうち、例えば、当
該記録層のデータ領域のうちユーザがデータ記録を行ったユーザデータ記録領域を除く領
域を所定の未記録領域として、所定のデータ＝データ属性を有するダミーデータで記録す
る例で、ＣＰＵ１３により実行される記録処理の制御例を図６に示す概略フローチャート
を参照して説明する。なお、このフローチャートによる説明上、アドレスとしては、前述
の場合と同様に、図３及び図４に示した値を用いるものとする。
【００５７】
　まず、ステップＳ１～Ｓ５の処理は図５の場合と同様に行われる。そして、ＤＶＤ＋Ｒ
がＯＴＰ方式のディスクの場合であれば（Ｓ５のＹ）、ユーザデータ記録完了アドレスＸ
がレイヤー０内のアドレスであるか否かを判定する（Ｓ６）。アドレスＸがレイヤー０内
のアドレスであれば（Ｓ６のＹ）、ダミーデータ記録開始アドレスＹ＝Ｘ′となる（Ｓ２
１）。一方、アドレスＸがレイヤー１内のアドレスである場合（Ｓ６のＮ）、ダミーデー
タ記録開始アドレスＹ＝Ｘとなる（Ｓ２２）。次に、ダミーデータ記録終了アドレスＺ＝
Ｂ′を取得する（Ｓ２３）。これらのステップＳ６，Ｓ２１～Ｓ２３の処理が、レイヤー
１における未記録領域の範囲を認定する未記録領域認定手段又は未記録領域認定機能とし
て実行される。その後、これらのアドレスＹ～Ｚ間を未記録領域として、ダミーデータを
記録し（Ｓ２４）、引き続き、リードアウト領域にリードアウトを記録し（Ｓ２５）、処
理を終了する（Ｓ２６）。ステップＳ２４の処理が記録処理手段又は記録処理機能として
実行される。
【００５８】
　一方、挿入されている２層ＤＶＤ＋ＲがＰＴＰ方式のディスクであった場合には（Ｓ５
のＮ）、ユーザデータ記録完了アドレスＸがレイヤー０内のアドレスであるか否かを判定
する（Ｓ２７）。アドレスＸがレイヤー０内のアドレスである場合（Ｓ２７のＹ）、ダミ
ーデータ記録開始アドレスＹ＝Ｂとなる（Ｓ２８）。アドレスＸがレイヤー１内のアドレ
スである場合（Ｓ２７のＮ）、ダミーデータ記録開始アドレスＹ＝Ｘとなる（Ｓ２９）。
次に、ダミーデータ記録終了アドレスＺ＝Ｃを取得する（Ｓ３０）。これらのステップＳ
２７～Ｓ３０の処理が、レイヤー１における未記録領域の範囲を認定する未記録領域認定
手段又は未記録領域認定機能として実行される。その後、これらのアドレスＹ～Ｚ間を未
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ドアウトを記録し（Ｓ２５）、処理を終了する（Ｓ２６）。ステップＳ２４の処理が記録
処理手段又は記録処理機能として実行される。また、これらのステップＳ３～Ｓ２５の処
理が未記録領域データ埋込手段又は未記録領域データ埋込処理として実行される。
【００５９】
　なお、このフローチャートによる処理制御例の場合も、リードイン領域、レイヤー０内
のリードアウト領域或いは中間領域の記録については特に記述していないが、ユーザデー
タの記録が完了して光ディスク２が排出されるまでの間に所定の領域に記録されていれば
良い。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明の一実施の形態の光ディスク装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】再生専用ＤＶＤディスクのレイアウト例を示す説明図である。
【図３】ＰＴＰ方式による２層ＤＶＤ＋Ｒに対する情報記録方法を模式的に示す説明図で
ある。
【図４】ＯＴＰ方式による２層ＤＶＤ＋Ｒに対する情報記録方法を模式的に示す説明図で
ある。
【図５】所定のデータをリードアウトとする場合の記録処理の制御例を示す概略フローチ
ャートである。
【図６】所定のデータをダミーデータとする場合の記録処理の制御例を示す概略フローチ
ャートである。
【符号の説明】
【００６３】
　２　　　情報記録媒体

【図１】 【図２】
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